
手ぬぐいライフ 1

手ぬぐいの柄

手ぬぐいの伝統柄を紹介します



風呂敷の柄 2

手ぬぐいの文様：
植物文様

菊唐草
江戸期に職人の卓越した
技により生まれました。
菊と唐草を組み合わせて、
日本独特の技法を定着さ
せました。
菊唐草（流れ花文様）の
手ぬぐいを購入する。

麻の葉
日々育つ麻にあやかった
柄です。
子供が丈夫に育つ親の願
いを込めた「魔よけ」
の」柄で、産着などにも
使われます。
正六角形を基調とする幾
何学模様です。模様が麻
の葉に似ていることから
名づけられました。
江戸時代の歌舞伎役者に
も好まれました。
麻の葉文様の手ぬぐいを
購入する。



風呂敷の柄 3

手ぬぐいの文様：
幾何文様

矢絣

江戸時代、御殿女中の
着物によく使用されま
した。

武家への憧れから、庶
民へ広がります。

大正時代に矢絣の着物
と袴（はかま）として
多く用いられました。

現代では、風呂敷の人
気柄です。

矢絣（矢羽根）柄の手
ぬぐいを購入する。

縞

直線の幾何学模様は永
遠に続く生命のシンボ
ルです。

江戸時代に大変人気が
ありました。

様々な縞模様のバリ
エーションが揃います。



風呂敷の柄 4

手ぬぐいの文様：
幾何文様

七宝

七宝とは、同じ大き
さの輪を互いに交差
させ、つなげた柄で
す。

輪が重なり合って、
無限に広がるので、
縁起の良い文様です。

おめでたい柄として
尊重されています。

現代でも、風呂敷の
人気柄です。

市松

小紋で市松模様を表
現しました。

七宝市松の手ぬぐい
を購入する。



風呂敷の柄 5

手ぬぐいの文様：
風俗文様・動物文様

おかめとひょっとこ
神事から娯楽へ、特殊か
ら普遍へと広がる「象徴
性」を表します。
おかめ（お亀、阿亀）は
鼻が低く頬が丸く張り出
した女性の顔、あるいは
その仮面を意味します。
頬の張り出した形が瓶に
似ているから名付けられ
たとされる。おたふく
（お多福）とも言います。
ひょっとこは、口をすぼ
めて曲げたような表情の
男、火男、あるいはその
面のことです。女性の
「おかめ」「おたふく」
と対に扱われることもあ
ります。
「おかめ」には家庭円満
の、「ひょっとこ」は家
計を守る神様とも云われ
て縁起物です。

蜻蛉（かげろう）
「勝虫」「勝軍虫」など
とも呼ばれるトンボは、
武具の文様に見られます。
小紋になると、可憐で優
雅な雰囲気をもちます。
トンボ柄の手ぬぐいを購
入する。



風呂敷の柄 6

手ぬぐいの文様：
動物文様

鶴
千年の年齢を重ね
るといわれる鶴は
長寿のシンボルと
して使われる吉祥
柄です。
白く高く飛び立ち、
その声は天に届く
といわれます。
鶴の柄の手ぬぐい
を購入する。

千鳥
愛らしい千鳥がそ
のまま意匠化され、
作意のない配置が
愛らしさを生かし
ています。



風呂敷の柄 7

手ぬぐいの文様：
動物文様・自然文様

招き猫
松、梅、櫻、牡丹、
紅葉などの四季を
表す吉祥紋と御所
車を合わせた文様
です。
優雅で気品のある
文様で貴族へのあ
こがれも表してい
ます。
招き猫柄の手ぬぐ
いを購入する。

青海波
波文様の白眉「青
海波」の小紋柄で
す。
どの様にも変化し、
なお元の姿を保ち
ます。
青海波柄の手ぬぐ
いを購入する。



風呂敷の柄 8

風呂敷の文様：
器物文様・吉祥文様

節句

子供が元気にすくすく
育つ用にと願う親の気
持ちは古今東西同じで
す。

中国から伝わった節句
は季節の節目の大切な
行事です。

桃の節句は春を象徴す
る桃と雛人形などを表
す人気の文様です。

節句柄の手ぬぐいを購
入する。

唐草

日本の文様のシンボル
ともいえる柄です。

たくましく、上へ上へ
と伸びて行く蔦は、長
寿、延命、繁栄を表し
ています。

唐草柄の手ぬぐいを購
入する。


